
【 いろいろな連立方程式 】

（１） 小数 ・ 分数係数の連立方程式

① 小数係数の方程式の解き方 ～ 両辺に １０, １００, …… をかけて, 係数を整数にして解く。

② 分数係数の方程式の解き方 ～ 両辺に分母の最小公倍数をかけて, 係数を整数にして解く。   

０．７ ＋０．４ ＝１.３x y … ①
を解きなさい。

（例） 連立方程式

５

１
－

３

２
＝－

５

４
x y … ②｛　

①の式の両辺に １０をかけて整理すると, ７ ＋４ ＝１３x y … ③

②の式の両辺に 分母の ５と３の最小公倍数１５をかけて整理すると, ３ －１０ ＝－１２x x … ④

７ ＋４ ＝１３x y … ③よって,

３ －１０ ＝－１２x y … ④ を解くとよい。 ③×５＋④×２ の計算で を消去して をy x｛　
求めると, ＝１。x この値を ③の式に代入して, ７＋４ ＝１３y より ＝

２

３
 となる。y A. ＝１,x ＝

２

３
y

次の連立方程式を解く。各問いの をうめなさい。５２

６

５
－

２

１
＝

２

１１
x y … ①０．３ ＋０．５ ＝１．１x y … ①

（２）（１）
０．２ ＋０．７ ＝１．１x y … ②

３

２
－

４

１
＝５x y … ②

｛　｛　
＝１１ … ③（解） ①×１０ より, （解） ①×６ より, ＝３３ … ③

＝１１ … ④ ②× より, ＝６０ … ④②× より,

③×２－④×３ より, を消去して ＝x y ③－④ より, を消去して ＝y x。 。

この値を③に代入して, ＝x 。 この値を③に代入して, ＝y 。

A. ＝x ＝y A. ＝x , ＝y,

４．５ －１．１ ＝－０．９x y … ①
２

＋
４

＝
３

２x y
… ①

（４）（３）
… ②

４

３
－

６

１
＝０x y１．２ －０．７ ＝－１x y … ② ｛　｛　

＝－９ … ③（解） ①×　　 より,（解） ①×　　  より, ＝８ … ③

 より, ②×１２ より,②× ＝－１０ ＝０ … ④… ④

を消去して ＝x y③－④×５ より,③×２－④ より, を消去して ＝x y 。。

この値を③に代入して, ＝x この値を④に代入して, ＝x 。。

＝y ＝yA. ＝x A. ＝x ,,
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（５） 食塩水に関する問題　　　　…　　　　　　基本的には，食塩の量に注目して方程式を作る。

 %a
濃度が  %の食塩水  ｇに含まれる食塩の量は，a x ×

１００
＝

１００
(g)x

a ax
⇒ gx

（例） 濃度が１０ %の食塩水  ｇと，濃度が４％の食塩水  gを混ぜて，濃度が８％の食塩水１５０ｇを作った。x y

，x y のそれぞれの値を求めなさい。

８％１０％ ４％

＋ ＝（解） まず，  gの食塩水と  gの食塩水を混ぜて １５０ｇなので，x y １５０ ｇ gx  ｇy

＋ ＝１５０x y …①

×
１００

１０
＋ ×

１００

４
＝１５０×

１００

８
x y …②次に，それぞれの食塩水に含まれている食塩の量の関係式は，

①，②を連立方程式で解くと， ＝１００，x ＝５０。y
Ａ． ＝１００， ＝５０x y

（∴ ②の式は，両辺に１００をかけて，１０ ＋４ ＝１２００ として計算するとよい）x y

１０％の食塩水と６％の食塩水を混ぜて７％の食塩水３６０ｇを作りたい。２種類の食塩水をそれぞれ何ｇず９７

つ混ぜればよいかを求める。次の 　　をうめなさい。
％％ ％

（解） まず，１０％を  g，６％を  gとして右の図を完成しなさい。x y ＝＋ ｇｇ ｇ
＝ …①混ぜた量の合計が，３６０　ｇだから，

＝ …②　　　　それぞれの食塩水に含まれている食塩の量の関係式は，

＝　　　　，x ＝y 　　。①，②の連立方程式で解くと，
Ａ．１０％は 　ｇ，６％は 　　　 ｇ

％の食塩水が１００ｇ入ったビ－カＡと， ％の食塩水が２００ｇ入ったビ－カＢがある。この２種類の食塩x y９８

水を混ぜると，５％の食塩水ができ，また，ビ－カＡの食塩水に，ビ－カＢの食塩水を１００ｇだけ加えると，

４．５％の食塩水ができました。このとき，  と の値を求める。次のx y をうめなさい。 （羽衣学園高）

％ ％％（解） まず，右の図１，図２を完成しなさい。
（図１） ＋ ＝ 　ｇ　ｇ 　ｇ図１より，含まれている食塩の量の関係式を作ると，

（Ａ） （Ｂ）

＝ …①

％ ％％

図２より，含まれている食塩の量の関係式を作ると， ＋ ＝（図２） 　ｇ　ｇ 　ｇ

（Ａ） （Ｂ）
…②＝

Ａ． ＝　　　　， ＝x y
①，②を連立方程式で解くと， ＝　　　　，x ＝y 　　。

９９ ２種類の食塩水Ａ，Ｂがある。Ａを５００ｇと，Ｂを３００ｇ混ぜると，１１％の食塩水ができ，ＡとＢを５００ｇずつ

（梅花高）混ぜると，１０％の食塩水ができる。このとき，Ａは何％の食塩水か求めよ。
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【 文字座標の利用 】

◆ 直線 ＝ ＋y ax b 上の点Aの 座標を  とすると, その座標は, A( ,x t t ＋ ）となる。at b
＝３ －２y xy

　
例えば, 右の図において,直線 ＝３ －２ 上の点Aの 座標を  とすると, 　y x x t t A（ , ３ －２)t tB

 その 座標は,  を直線の式の に　y t x 代入して,３ －２となるので,Aの座標はt  ３ －２t

x（ , ３ －２）となる。このとき,図のABの長さが , ACの長さが ３ －２となる。t t t t
Ｏ C

１４５ 右の図のように,直線 ＝２ ＋４上の点Aと, 軸上の点B，Cを頂点とする正方形ABCDがある。y x x

次の各問いの に適する数，または式を書き入れなさい。
＝２ ＋４y xy

（１） 点Bの座標を（３, ０）とするとき,点Dの座標を求める。 

まず,B（３, ０）より,　Aの 座標はx で, この値を式の に代入してAのx
A D

座標を求めるとy だから,ABの長さは となる。AB＝ADなので,点D

の座標は,点Aを右に 平行移動したものだから,Dの座標は（  ,  )。
x

B CO

（２） 点Cの座標を（２５, ０）とするとき,点Aの座標と正方形の面積を求める。

まず,点Aの 座標を  とおくと,その 座標は  を用いて x t y t    と表される。よって,OBの長さとABの長さを

       となる。AB＝BC, 点Cの 座標が２５なので,関係式xそれぞれ  を用いた式で表すと,t    ,

。これを解いて ＝t   。よって,求めるOC＝OB＋BC を  の方程式で表すと,２５＝t ＋

点Aの座標は ( , )となる。このとき,正方形の面積は   である。

１４６ 右の図において,点PとQはそれぞれ直線上の点で,線分PQは 軸に平行である。次の各問いのy

に適する数，または式を書き入れなさい。ただし,２点PとQは,２直線の交点Aより右側にある。

(1) 点Pの 座標を１５とするとき,線分PQの長さを求める。x
＝

３

２
＋４y xy

まず,点Pの 座標はy   で,点Qの 座標も１５なので,その x

P座標はy  となる。PQの長さはPとQの 座標の差なので,y

A求めるPQの長さは    となる。

x（２） PQの長さが４５のとき,点Pの座標を求める。 O

まず,点Pの 座標を  とおいて,その 座標を で表すとx t y t   。

同様に,点Qの 座標も  なので,その 座標はx t y Q    。

PQの長さが ４５なので,Qの 座標に４５加えたものがPのy ＝－ ＋９y x

座標となるから，y   ＋４５＝ 　　。これを解いて, ＝t 　　より

求めるPの座標は（ となる。　　, 　　　）

- 67 -



【 三角形の合同の証明 】

（１） 証明とは ～ あることがらが成り立つことを,すでに正しいとわかっていることがらを利用して

示すことである。

（２） 三角形の合同の証明の手順
（例）

① 証明する２つの三角形を対応順に示す。 △ABCと△DEFにおいて,……→

② 等しい辺の関係とその理由を示す。 AB＝DE 　（仮定,　　 共通, ……→

③ 等しい角の関係とその理由を示す。 ∠ABC＝∠DEF （ 共通, 対頂角, 平行線の錯角 …→
④ 合同条件をいう。 合同条件３つのうちのどれかをいう。→

証明したいことがらをいう。⑤ 結論をいう。 →

１７７ 右の図で,AB//CD, AB＝DCのとき,　△AEB≡△DEC を次のように証明した。 をうめなさい。

　△AEB≡△DEC ※ 参考 （仮定） … AB//CD, AB＝DC ， （結論） …→

（証明） 　　　において,△AEB と △ A B

AB＝ （ 仮定 ） … ①
E

（平行線の 　） … ②∠EAB＝∠
DC

（平行線の 　） … ③∠EBA＝∠

△AEB≡△ 　　　となる。①,②,③ より, 等しいので，

１７８ 右の図で,∠BAE＝∠DCE, AE＝CEのとき,　△ABE≡△CDE を次のように証明した。 を

うめなさい。

A C
（証明） △ABE と △ 　　　において,

AE＝ （ 　） … ① E

（　仮定 ） … ②∠BAE＝∠
DB（ ） … ③∠AEB＝∠

①,②,③ より, 等しいので，△ABE≡△ 　　　となる。

右の図で, AB＝DB, ∠ABC＝∠DBC のとき, △ABC≡△DBC を次のように証明した。１７９
Aをうめなさい。

（証明） △ABC と △ 　　　において,

CB… ①AB＝ （ ）

∠ABC＝∠ （　仮定  ） … ②

BC＝ （ 共通 ） … ③ D

①,②,③ より, 等しいので，△ABC≡△ 　　　となる。
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（２） さいころと確率

（例） Ａ，Ｂ ２つのさいころを投げるとき，出る目の数の積が ４の倍数になる確率を求めなさい。

Ｂ １ ２ ３ ４ ５ ６Ａ（解） まず，すべての目の出方の場合の数を求める。
１

２つのさいころの目の出方は，Ａに ６通り，Ｂに ６通りあるので，すべての
２

場合の数は，６×６＝３６（通り）。 ３
次に，出る目の数の積が４の倍数になる場合の数を，右の表に 印でチェック ４
していく。まず，Ａの１の段を見る。Ｂの目の数との積が４の倍数になる数は４だけ ５
なので，そこに 印をつける。次に，Ａの２の段を見ると，Ｂの目の数との積が４ ６

の倍数になる数は ２と４と６であるので，そこに 印をつける。以下，同様にして

チェックを入れると右の図のようになり，その合計は １５（通り）となる。

Ａ．
１２

５
したがって，求める確率は，

３６

１５
＝

１２

５
となる。

（上の例のように，必ず 表に 印を書き込むこと）２５２ 次の各問いに答えなさい。

（１） ２つのさいころＡ，Ｂを投げるとき，目の数の和が ４の倍数になる確率を
Ｂ １ ２ ３ ４ ５ ６Ａ

求めなさい。 １

２

３

４

５

６

（２） 大小 ２つのさいころを同時になげるとき，出る目の数の差が３以上になる 小 １ ２ ３ ４ ５ ６大
確率を求めなさい。

１

２

３

４

５

６

（３） Ａ，Ｂ ２つのさいころをなげる。Ａのさいころの目の数を ，Ｂのさいころの a
ba １ ２ ３ ４ ５ ６

目の数を  とするとき，  の値が，６以上 １２未満になる確率を求めなさい。b ab
１

２

３

４

５

６

（４） Ａ，Ｂ ２つのさいころをなげる。Ａのさいころの目の数を ，Ｂのさいころの a 3b １２ １５ １８３ ６ ９2a
２目の数を  とするとき，２ ＋３b a b が ６の倍数になる確率を求めなさい。

４

６

８

１０

１２
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